
 
 

 
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ಾ古屋音楽ऻ学એ૎教授 ࢆ合恒ૡ(S58૙ई) 

教ߠ०੤として౾ऻ学にগ૎して４૙೜を迎えました。গ૎੤ݧ、教ߠ課ਈを൘ܢしている学
。教員を೜指しているものだと思い込み、ऻいに空回りしたことをよく覚えていますࢩは、੤ࡐ

౾ऻ学はここ࠮૙、ࢪ学ࡐの６割ਈੇが教ߠを൘ܢしていますが、教員を़一に考えて೜指して
いる学ࡐはその２割にもಠたないと思います。かといってそれ以外の学ࡐがೈ許だけがあればい
いと思っているわけではありません。ほとんどの学ࡐが「どうしようかೂっている」というのが
౾੤の気持ちではないかと思います。そこでೂっている൛഑をࠌねてみました。 
 一つは「授業がちゃんとできるだろうか」「డ護者とどのように向き合えばよいだろうか」「വ

ౠや苦ߌにतݦできるだろうか」「஺ਾ校やいじめにきちんとत応できるだろうか」など␆現場
⏿␆仕事␃対す␣不安⏿し⏷。こ␤␡␃⏼い⏾␇現状␪伝え␣␀␀␚␃、対処␆実例␪伝え␣こ␀⏿少
し⏲⏼解消␃努␙⏾い␖す。␚う一⏼␇「休日出勤␜長時間労働␐␆不安」⏿し⏷。 
学生␇い␧␞␣「②⑴⑎␺␂職場」␆␯⑬ー⑃␪思⏻⏷␠␢強く持⏻⏾い␖す。教員␆働き方改革が進

␘中⏿「⑺ー␺・⑴␯①・⑛⑴⑾⑄」␀いう言葉␪␠く耳␃す␣␠う␃␂␢␖し⏷。先日学生␃働き方␃⏼
い⏾尋␅⏾␗⏷␀こ␥、「仕事␚大切␃し⏷いが、自分␆時間␜家族␀␆時間␚大切␃し⏷い」␀全員
が答え␖し⏷。 
「⏲い␎␫改革が進␫⏿い␣␗⏷い⏸␠」␀現場⏿␆さ␖ざ␖␂取␢組␗␃⏼い⏾具体例␪挙げ⏾
説明␪し␖すが、␂か␂か信じ⏾␚␡え␖⏳␫。実際␃教育実習␃行⏻⏾⏵␆目⏿確かめてきますが、

ओくの学校が「以ࢦとはࢩࢪ違うよ」と言われるばかりで、以ࢦをঀらない学ࡐは、「ࡐࢀたちは
すごい」という感࣑と共に、ओౝなイメージが強く印޹に残るようです。 
「子どものために」という、ࡐࢀをやる気にさせる಄ృの言ളがあります。 
ऻਁのࡐࢀはこの言ളを௽けばವ൛をޑঀでもがんばってしまいます。ವく 
してはならないऻࡲな気持ちであることは間違いありません。しかし、今੻ 

いてみえる皆さんはもちろんですが、これから教員を೜指そうとしている学ࡐたちのためにも、
੻く環境をࡈ୿するための、さまざまな施策をࠞしࠄめてほしいと強く思います。 
それでも、ಊ૙３０ಾ以߁の学ࡐが、౾ಳ教員、ߋ勤講師、୻ߋ勤講師など「ࡐࢀ」と子ども
たちから呼ばれる൥߈で活೶しています。୨らはഫ々な஺安を߄り越え、࡭૎と覚悟をもって取
りࢾんでいると思います。ぜひಾ古屋音楽ऻ学ई業の後଄を見かけた時には、教育実ܪも含めて

温かくご指੿いただけるとありがたいです。よろしくお願いいたします。 
 

会報  

めいおǜの˟ 
第３７号  

「␙いお␫␆会」 
   （名古屋音楽大学出身教員␆会） 
    発行責任者 会長 川合 恒之 

令和５年11月22日発行 

会৉   ࢆ合 恒ૡ(ಾ古屋音楽ऻ学એ૎教授)    ௡会৉ ੯ޚ ᒬࠇ(ಾ古屋・ݳ光ঘ拠ਮ校指੿員) 
௡会৉  ঢ়၀ ࠬ史(ಾ古屋・઺ഹঘ学校ߋ勤講師)  ݬಳ  宇佐ஆほたか(ಾ古屋・守山ঘ教੸) 
 ੯ ඤ子(ಾ古屋市教育センター指੿主事)࡞  会計      (教೿ފಾ古屋・笠寺)ಳ   ః賀 ߹司ݬ

会計監査 ঘऐ ഑ஆ子(ಾ古屋・守山ࡖঘ教೿)    参ഝ  佐੯ ყ子(ಾ古屋音楽ऻ学学৉)         
参ഝ   ࠟࡎ 皇樹(੽音楽学௚৉)         顧೤  ச合ࣦ 薫(ಾ古屋・ਗ਼丘トワイライト) 

 

ඝො５૙ੇ ೲ員・参ഝ・顧೤(敬ު൨) ～よろしくお願いします～ 

 

教ߠ課ਈの現ߑについて  －੻きు改革への期न－ 

 



 
 

 

़１௚では、ಾ古屋音楽ऻ学教授でૈ౾をहணするユーフォニアム࣋ 
者のහ೚ 薫ࡐࢀを講師にお迎えして行いました。හ೚ࡐࢀは、「産業 

革ಿでଷೀされたピストンバルブの楽器への応യ」、「英国を起源とす 
る救࠼軍のࠄ軍とブラスのଷਦ」、「フランス革ಿ後の宮৾楽士」、 
「自ࠂが経験したパリ国൥高੧音楽院におけるઽ関なई業試験」（５૙ 
間で２位以મに૊らないとऴ学とのことでした）、「アメリカ軍楽शと 
A.サックス、海ఀशと J.P.スーザとの関係や୨らが考案した楽器」とい 

ったおෝと、関඼する楽器の演࣋をしてくださいました。楽器は、ユー 
フォニアム、バリトン、テナーチューバ、サクソルンバス、ダブルベル 
ユーフォニアムといった５種ගの੽ऄ楽器、曲೜は久డਲݧ音さんのୄ 
、で、「カンタービレ」（N.パガニーニ作曲）、「６௰３０னのソナタ」（C..パスカル作曲）࣋

「઺ܻ字ࡉ」（H.L.クラーク作曲）をはじめ、合計７曲にものぼりました。おෝはとても௰かり
やすく、演࣋には各楽器のએষがよくணれていました。ࡐࢀの穏やかなおࠇఅとओ彩なテクニッ
クは参加者を߶くಥ൷し、いつの間にか時間が過ぎていました。 
 

第１部 「金管楽器␆楽し␗」  
―⑱ー①␴⑖␭⑫␆魅力␪通し⏾― 

名古屋音楽大学 露木 薫教授␪お招きし⏾ 

情報交換会 
第２部 

़２௚では、ߌష交換会を行いました。校種ఐのグルー 
プに௰かれ、ேॼの授業の૤みや疑೤をݎし合い、一ݭに 

考えました。 
ঘでも、ICT機器の活യについては、「タブレットを活 

യした合ރのパートඹܪ」、「子 
どもたちが各自でෙ画してਃݎす 
るリコーダーテスト」、「音楽ゲ 

ームソフトを活യしたリズム学ܪ」など参加者からഫ々な事ඟ 
がޮ介されました。また、ঁ域や 
学校によって音楽室の環境にऻき 
な差がࡐじていることがೀらかに 

なり、ICT機器の効果ਘな活യに 
向け、環境をࡈえていくことのऻ 
 。さを学びましたࡲ
 


